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＜連絡事項＞
・特記事項なし。

＜患者様情報＞
・小舘　アツ子様～田子町包括支援センター職員様1名様来院され、本人、病棟Ns1名にて介護認定調査実施している。

＜入室状況＞
【入院】
・鈴木　英幾様～東病棟Dユニット18号室に任意入院となる。

・若沢　広志様～東病棟Bユニット2号室に任意入院となる。

・大橋　光子様～東病棟Cユニット6号室に医療保護入院となる。
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・別所　優子様～東病棟Aユニット8号室に措置入院となる。

【退院】
・小笠原　一花様～東病棟Dユニット20号室から退院となりました。

【転出】
・清水　ヨシエ様～東病棟合併症室→南病棟Bユニット101号室

・中居　敬悦様～東病棟Bユニット2号室→北病棟308号室

・井上　和美様～東病棟Dユニット17号室→西病棟Aユニット48号室

【ユニット移動】
・宮澤　涼太様～東病棟Dユニット18号室→東病棟Aユニット16号室

・東海林　紀子様～東病棟Aユニット16号室→東病棟Bユニット3号室

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前午後1時間ずつ開放観察の指示あり。開放中、着衣保てず早めに開放観察終了としている。奇声や迷惑行為なし。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・藤井　崇史様～終日隔離中。13：00　希望にてロキソプロフェンNa（60）1T与薬。内服について確認あるも、被害的な言動なく対面時穏やか。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・澤口　薫様～終日隔離中。殆ど臥床し過ごす。食事は朝昼共に拒食、理由については「今までもあまり食べていなかったからいらない」と。対面時は落ち着いて対話はできている。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・小田　沙也加様～終日隔離中。日課以外は殆ど臥床し過ごしている。対面時の易怒性や感情失禁なく落ち着いている。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・滝澤　幸輝様～身体拘束中。各バイタルサイン異常無し。起き上がり頻回だが不穏さ無く経過。むせこみなく、各食全量摂取されている。拘束トラブルなし。引き続き、症状観察と早期に拘束解除出来るよう努めていく。

・長根　瞳様～身体拘束中。9：56　本人希望にて、リスパダール内用液(2)1P与薬。叫んだり自傷行為等落ち着きのなさは目立たず。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

＜皮膚科診察情報＞
・中村　たよ様～仙骨部2×3の浅い潰瘍、薄い痂皮あり（褥瘡）。仙骨部ゲーベンクリーム+ガー
ゼの処置追加。処置追加に伴い、ゲーベンクリーム1本処方となる。

・三浦　華菜様～四肢に3×5mmの紅斑、痂皮を伴う掻痕散花あり。四肢にデルモゾールDPクリーム塗布の処置追加。処置追加に伴い、デルモゾールDPクリーム2本処方となる。

・小笠原　久年様～右足底過角化局面、底部に出血疼痛→角化部剪除。右足にテラマイシン軟膏+ガーゼの処置追加。処置追加に伴い、テラマイシン軟膏1本処方となる。

・他患者様処置・処方変更無し。

＜入院患者様情報＞
①日　　時：令和8年8月17日　12：20
　氏　　名：大橋　光子様（おおはし　みつこ）
　生年月日：昭和18年4月23日(83歳)
　病　　名：うつ病
　性　　別：女性
　診 察 医：馬渡Dr
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Cユニット6号室

＜経過＞
　抗うつ薬開始後一旦は調子が上向きとなったが、約1ｗ前より
再燃悪化がみられ本日急遽受診。昨日は夕食を一口も摂らず、
水分摂取もほぼ行えていない状態。診察時には表情乏しくうつ
むき質問にも反応や返答は乏しい。食事を摂らない（とれない）
理由についても返答はなし。娘の談では入れ歯に関連した本人な
りのこだわりがあったようだが、詳細は不明。明らかな幻覚妄想
も確認ず。うつの悪化により入院治療が必要と判断したが、本人
からは入院への適切な理解と同意を得ることは困難であるため、
家族の同意を得てR8.8.17　12：20医療保護入院となる。

②日　　時：令和8年8月18日　13：24　
　氏　　名：鈴木 英幾（すずき　ひでき）様
　生年月日：昭和54年7月25日(47歳)
　病　　名：神経症性うつ病,アルコール使用障害
　性　　別：男性
　主 治 医：小栁Dr
　入院形態：任意入院
　病　　棟：東病棟Dユニット

　＜経過＞
　現在は妻と小学2年生の娘と3人暮らし。最終学歴は岩手大学。ユニ
　バースへ就職し、総務に勤務する。現在作業支援グループで企画や
　働きやすい環境づくりなど支援する部署にいる。入職6～7年目で人
　と接するのが怖いと話し、過呼吸などはないが上司と話すときに動
　悸することや緊張が強くなる症状が出始め、2013年3月よりかのはら
　クリニックへ現在まで通院していた。閉院に伴い継続加療目的にて
　当院へ受診相談に至る。当院初診は2022年9月29日。　転勤も多く、
　家族と離れて過ごしていることも多くあるが継続治療を行っている。
　2026年6月頃より不調が続き、無断欠勤もあった。同年８月２日14時
　頃から耳鳴り、両足の脱力、嘔気、嘔吐、振戦や嘔吐があり同僚の
　通報で救急隊が対応。八戸赤十字病院へ搬入され飲酒の影響の指摘
　あり。仕事には行けておらず飲酒量増加し食事も摂取量少なくなっ
　ていた。アルコールに関連して出勤ができないことや、酩酊状態で
　救急搬送されることがあり妻、本人へアルコール治療の必要性を説
　明し、休職の上、入院加療を行う方向となる。
　　上記経過により東病棟Dユニット18号室に任意入院となる。

③日　　時：令和8年8月18日　13：48　
　氏　　名：若沢 広志（わかさわ　ひろし）様
　生年月日：昭和36年12月15日(64歳)
　病　　名：双極性感情障害
　性　　別：男性
　主 治 医：小栁Dr
　入院形態：任意入院
　病　　棟：東病棟Bユニット

　＜経過＞
　十和田市にて出生。地元の小・中学校を卒業後、溶接の訓練学校を卒業し、
原子力発電所等で溶接業を行っていた。24歳で結婚し、1子もうけるも36歳で
離婚。同時期より連続飲酒状態みられ湊病院、十和田中央病院、みちのく記念
病院にて加療歴あり。平成25～26年頃にうつ状態となり、大量服薬後にナタで
左手首を自傷(神経断裂)。ドクターヘリ搬送にて八戸市立市民病院救急センター
へ入院歴あり。平成27年4月頃より抑うつ症状があり平成27年10月八戸赤十字
病院[精神科]を初診し、同院へ任意入院。入院加療にてうつ状態は改善したため
外泊訓練をを行うも、外泊の記載を妻様依頼する中で妻様に対する暴力行為あり
(その際に、妻は急性硬膜外血腫により同院に緊急搬送され、継続治療)。その後
帰院するも、本人には反省の様子はなく経過。本人が退院を希望したことから
同年11月自宅退院。退院後妻とは離婚するも、交友は持続。また、元妻も同院で
治療していたことから、本人は十和田市立中央病院へ転医。その後、平成27年頃
に通院を自己中断。以後、浜岡原発にて勤務していたが、仕事がなくなったこと
で女川原発にて1年程勤務。しかし、手が自由に動かないことから、将来のことを
悲観的に考え希死念慮が出現。また、体重減少や睡眠が不安定となったことから、
平成30年6月初日近医の下田診療所を受診。薬物療法したが症状改善なく平成30年
6月あおぞらクリニックを紹介され受診。平成30年7月～３ヶ月当院へ入院。その後
自宅退院しているが、元妻との関係悪化や職場の人間関係の悪化などで精神症状が
再燃し、令和3年８月～２ヶ月、令和６年12月～2ヶ月当院入院歴あり。退院後は
自宅療養でおおぞらクリニックで通院加療していた。R8年7月30日、おおぞらクリ
ニックで小栁Drが診察したところ、本人は抑うつ傾向でコントロールができず、
本人が入院での専門治療を希望されたため、東病棟Bユニット2号室に任意入院と
なる。

④日　　時：令和8年8月17日　16：09
　氏　　名：別所　優子様（べっしょ　ゆうこ）
　生年月日：昭和22年7月22日(79歳)
　病　　名：妄想性障害
　性　　別：女性
　診 察 医：高橋Dr
サポート医：深澤Dr
　入院形態：措置入院
　病　　棟：東病棟Aユニット8号室

＜経過＞
　2024年4月に三戸町、警察に苦情が10回くらいあったが医療
などにはつながらなかった。
　R8.8.18 6:27に近所からの騒音で警察に通報された。調
理用のボウルで鉄パイプ製のフェンスを叩いており、警察
介入後もやめず保護となった。R8.8.18精神保健指定医2名
の診察を経て要措置と判断され、県職員（保健所）により
入院告知がなされ、当院に措置入院となる。
